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大
谷
学
会
規
程

（
設
置
）

第
1
条　

大
谷
大
学
（
大
谷
大
学
大
学
院
、
大
谷
大
学

短
期
大
学
部
を
含
む
。
以
下
「
本
学
」
と
い
う
。）

に
大
谷
学
会
（
以
下
「
本
会
」
と
い
う
。）
を
置
く
。

（
目
的
）

第
2
条　

本
会
は
、
本
学
の
学
術
研
究
の
推
進
と
、
そ

の
成
果
の
公
開
を
目
的
と
す
る
。

（
事
業
）

第
3
条　

本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次

の
事
業
を
行
う
。

　

⑴　
「
大
谷
学
報
」
の
発
行

　

⑵　
「
大
谷
大
学
研
究
年
報
」
の
発
行

　

⑶　

研
究
会
及
び
公
開
講
演
会
の
開
催

　

⑷　

そ
の
他
必
要
な
事
業

（
会
員
）

第
4
条　

本
会
は
本
学
の
教
育
職
員
（
専
任
職
員
及
び

契
約
職
員
）
及
び
学
生
を
も
っ
て
会
員
と
す
る
。

2　

前
項
の
ほ
か
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
役
員

会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
者
は
、
会
員
と
な
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
役
員
）

第
5
条　

本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

　

⑴
会　

長

　

⑵
副
会
長

　

⑶
委　

員

　

⑷
監　

事

第
6
条　

会
長
に
は
大
谷
大
学
長
が
当
た
り
、
本
会
を

代
表
す
る
。

第
6
条
の
2　

副
会
長
に
は
学
監
・
副
学
長
が
当
た

り
、
会
務
を
統
理
す
る
。

2　

副
会
長
は
、
第
3
条
第
1
号
及
び
第
2
号
の
編

集
兼
発
行
者
と
な
る
。

第
7
条　

委
員
は
10
名
と
し
、
教
授
会
に
お
い
て
互
選

す
る
。

2　

委
員
は
、
企
画
、
編
集
、
出
版
等
の
会
務
に
当

た
る
。

3　

委
員
の
任
期
は
、
2
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再

任
を
さ
ま
た
げ
な
い
。

第
7
条
の
2　

会
務
を
円
滑
に
遂
行
す
る
た
め
、
庶
務

を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

2　

庶
務
は
本
会
委
員
の
中
か
ら
会
長
が
委
嘱
す
る
。

第
8
条　

監
事
は
、
2
名
と
し
、
教
授
会
に
お
い
て
互

選
す
る
。
任
期
は
2
年
と
す
る
。

　

2　

監
事
は
、
本
会
の
会
計
を
監
査
す
る
。

（
研
究
発
表
等
）

第
9
条　

会
員
は
、
本
会
の
出
版
物
に
そ
の
研
究
を
発

表
し
、「
大
谷
学
報
」
及
び
「
大
谷
大
学
研
究
年

報
」
の
配
布
を
受
け
、
本
会
主
催
の
会
合
に
出
席
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
会
費
）

第
10
条　

会
員
の
会
費
は
、
年
額
四
〇
〇
〇
円
と
す

る
。
た
だ
し
、
学
生
会
員
は
二
〇
〇
〇
円
と
す
る
。

（
運
営
経
費
）

第
11
条　

本
会
の
経
費
は
、
会
費
を
も
っ
て
こ
れ
に
当

て
る
。

2　

本
会
の
必
要
経
費
に
つ
い
て
は
、
助
成
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
務
所
管
）

第
12
条　

本
会
の
事
務
は
、
教
育
研
究
支
援
部
教
育
研

究
支
援
課
の
所
管
と
す
る
。

（
規
程
改
正
）

第
13
条　

こ
の
規
程
の
改
正
に
は
、
教
授
会
の
議
を
経

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

付　

則

1　

こ
の
規
程
は
、
一
九
八
一
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

2　

一
九
六
二
年
四
月
一
日
施
行
の
「
大
谷
学
会
会

則
」
は
こ
れ
を
廃
止
す
る
。

　

付　

則　

こ
の
規
程
は
、
一
九
九
三
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。

　

付　

則　

こ
の
規
程
は
、
一
九
九
五
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。

　

付　

則　

こ
の
規
程
は
、
二
〇
〇
二
年
六
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。

　

付　

則　

こ
の
規
程
は
、
二
〇
〇
六
年
十
一
月

八
日
に
一
部
改
正
し
、
同
日
か
ら
施
行
す
る
。
た

だ
し
、
第
3
条
第
1
号
に
つ
い
て
は
、
第
86
巻
第

1
号
か
ら
適
用
す
る
。

　

付　

則　

こ
の
規
程
は
、
二
〇
一
二
年
二
月
一

日
に
一
部
改
正
し
、
二
〇
一
二
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。
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岩
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信
明

「
社
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社
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障
へ
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の
発
展
 …
安
井
喜
行

―
無
拠
出
制
年
金
、
失
業
扶
助
、
家
族
手
当
の
成
立
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二
号
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土
真
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